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まじめなものづくりと言う先端技術

陸上自衛隊の観測・指揮連絡用複座双発ヘリ
コプターOH-1は、機体、エンジン、ローター・
システムやトランスミッション、搭載システム
にいたるまですべて国内で開発生産された陸上
自衛隊でははじめての純国産ヘリコプターで 
ある。特徴は、かねて明野航空学校の研究部で
調査研究してきた武装ヘリコプターのデータを
取り入れ、前後席の段差が大きいタンデム複座
形式を採用、正面面積が小さく敵に発見され 
にくい攻撃ヘリコプターである。戦場で武装 
ヘリと行動を共にすることのできる小型で    
軽快な性能を有していることで、武装すれば
軽攻撃ヘリコプターとして十分に使える性能と
能力を持っている。陸上自衛隊はAH-1Sの後継
機として導入する構想を描いていたAH-64      
アパッチの導入が困難になっていることから、
当分は武装ヘリAH-1Sと観測ヘリOH-1のコンビ
で運用することを余儀なくされている。その 
意味では今後OH-1の運用形態にも影響が出る
かもしれない。
陸上自衛隊と防衛庁技術研究本部は1970年代
末ごろからヒューズOH-6に代わる新型観測    
ヘリコプターとして国内開発・生産することに
ついて研究を重ねてきた。1992年から正式に
OH-X計画として開発がスタートし、川崎、三菱、

富士の3社に提案要求が出され、評価審査が   
おこなわれた結果、川崎重工業を主契約会社
に、三菱重工業と富士重工業が協力会社として
開発が進められることになった。その結果、
1996年8月6日、最初の試作1号機XOH-1が岐阜
製作所で初飛行に成功、その後4機のXOH-1を
使用して技術研究本部と明野の陸上自衛隊飛行
開発実験隊の手でテストが進められ、順調に 
開発が進められた。実用モデルのOH-1量産型
は平成12年1月から引渡しが始められ、対戦車   
ヘリコプター部隊への配備が進められている。
被弾損傷に強い複合材ローターに独自のヒンジ
レス・ローター・システムを採用、世界の主要
攻撃ヘリが持っているようなスタブウイングに
各種武装や燃料タンクが搭載できるようになって  
おり、エンジンは三菱重工業が開発した800shp
のXTS1-10が左右に機体から離してポッドに  
収められて装備されている。外観からいえば 
イタリアのA-129マングスタ並みの小型攻撃へリ
を想わせるスタイルである。性能面もスピード
や航続力はAH-1Sと同等で、ルーフトップ・  
マウント・サイトには赤外線監視装置、レーザー     
測距装置、TVカメラなどのセンサーが収められ
ている。

帆足　孝治（イカロス出版）

川崎OH-1観測ヘリコプター

背（2mm）

この度入会させていただきました株式会社

アイ・シイ・エスの古屋でございます。弊社は、

金属熱処理、ろう付け、溶射、PVDコーティ

ングなどの特殊工程を主業務とする社員120名

程度のコンパクトでまとまりのある会社です。

36年の社歴の中で航空機部品の加工（熱処理、

ろう付け）に関わり、早29年が過ぎましたが、

業界においては一部を除いて認識は余りされて

いないのが実情です。

『目立つことなくただひたすら黒子の役目に

徹する』から一歩踏み込み、航空宇宙工業会

の皆様方にICSを広く知っていただき、お役

に立ちたく入会しました。

主業務の特殊工程の定義は「結果として得

られる製品の適合が容易に又は経済的に検証

できないプロセス」と言うことになっています。

言い換えれば加工終了後の検査では判断が 

難しい為、工程で保証することが重要となります。

ICSは創業時（現 新川会長）計測機器の設計・

販売・保守点検及び熱計測機器の販売・トレー

サビリティーを主体として事業を発展させた

実績を生かし、熱処理設備の管理をMIL-H-6875

にて行い、F-15、P3Cの受注に結びつけ、熱処理

の事業を発展させました。

その後、航空機部品の熱処理設備管理で培わ

れた品質が認められ、自動車部品、電気電子

部品、半導体、プラントなど、幅広い分野から

受注が増大しました。特に近年PVDコーティ

ングの中でもDLCは自己潤滑性を持つという

特徴から自動車技術の最高峰F1のエンジン部品

やギアなどに数多く採用され、モータースポーツ

技術発展の黒子として貢献してまいりました。

また、その他の薄膜コーティング CrN、TiN、

TiAlNなども幅広い業界で利用されています。

日本の航空宇宙業界でも海外と同様にDLC

を初めとした薄膜コーティングを幅広く検討

採用していただければと願っています。

ICSの専門分野が広がることにより、航空

宇宙分野の売上は10％に届かない程度になり

ましたが、非常に大きい位置づけであることに

変わりありません。

認証取得状況としては、MIL、AMS規格を

初めとしISO9001、JIS Q 9100、NADCAPなど

客先のニーズにより維持管理しており、更に

航空宇宙メーカー各社の規格適合能力も備えて

おります。

『決められたことをまじめに実践する』ICS

の取り組みが少しでも日本の航空宇宙分野に

貢献できますように努力してまいります。皆様、

今後とも宜しくお願い申し上げます。

株式会社アイ･シイ･エス
代表取締役社長
古屋　勝仁


